
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の走査線を有し、該複数の走査線の数より少ない走査線数分の画像信号を、前記複数
の走査線により制御される表示素子に供給する表示装置の駆動方法において、
各走査線の画像信号は、それぞれ当該表示装置のＮ本（Ｎは整数）の走査線により制御さ
れる表示素子に供給されてなり、
１垂直走査期間内において、
同一の前記画像信号が 供給される表示素子に対応する走査線の数Ｎを、前記
画像信号の走査線の順番に応じて変化させ

ことを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項２】
１垂直走査期間内において前記同一の画像信号の供給される表示素子に対応する走査線数
Ｎは２種類あり、該２種類のＮは前記画像信号の走査線の順番に応じて選択されることを
特徴とする請求項１記載の表示装置の駆動方法。
【請求項３】
前記Ｎの値は以下の式（１）（２）（３）を共に満たす値Ｎ 1、Ｎ 2、・・・Ｎｉ（ｉは２
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所定期間内に
るために、

前記画像信号の水平走査期間を周期とするパルスの周波数の所定数倍の周波数を持つパル
スと、当該パルスから間引きしたパルスとを所定の順番で切り換えて出力し、
前記所定期間内に当該出力されたパルスに応じて N本の前記走査線を一本ずつ順次選択す
る



以上の整数）であることを特徴とする請求項１記載の表示装置の駆動方法。
Ｌ＝Ｍ 1＋Ｍ 2＋・・・＋Ｍ i　（１）
Ｈｍ＝Ｎ 1×Ｍ 1＋Ｎ 2×Ｍ 2＋・・・Ｎ i×Ｍ i　（２）
Ｌ＜Ｈｍ　（３）
Ｌ：１垂直走査期間内の画像信号の有効走査線数
Ｈｍ：表示装置の有効走査線数
Ｎ i：１走査線分の同一の画像信号を表示素子に供給するために選択される表示装置の走
査線数
Ｍ i：１垂直走査期間内の画像信号の走査線のうち、同一の画像信号をＮ i回発生させる走
査線の数
【請求項４】
Ｌを２２０、Ｈｍを６００、Ｎ 1を３、Ｎ 2を２、Ｍ 1を１６０、Ｍ 2を６０としたことを特
徴とする請求項３記載の表示装置の駆動方法。
【請求項５】
前記同一の画像信号が供給される表示素子に対応する走査線の数Ｎを１垂直走査期間内に
おいて変化させる方法を、１垂直走査期間毎に変えることを特徴とする請求項１記載の表
示装置の駆動方法。
【請求項６】
１垂直走査期間内において前記同一の画像信号の供給される表示素子に対応する走査線数
Ｎは２種類あり、該２種類のＮは前記画像信号の走査線の順番に応じて選択され、この選
択方法を垂直走査期間毎にさらに切り換えることを特徴とする請求項１記載の表示装置の
駆動方法。
【請求項７】
前記表示素子は液晶であることを特徴とする請求項１記載の表示装置の駆動方法。
【請求項８】
複数の走査線を有し、該複数の走査線の数より少ない走査線数分の画像信号を、前記複数
の走査線により制御される表示素子に供給する表示装置の駆動方法において、
各走査線の画像信号を記憶手段に記憶し、
該記憶手段に記憶された１走査線分の同一の画像信号を１水平走査期間内にＮ回（Ｎは整
数）読み出し、

前記Ｎ回読み出された同一の画像信号を、当該表示装置のＮ本の走査線によ
り制御される表示素子に供給し、
１垂直走査期間内において前記読み出し回数Ｎを変化させる

ことを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項９】
１垂直走査期間内において前記同一の画像信号の供給される表示素子に対応する走査線数
Ｎは２種類あり、該２種類のＮは前記記憶手段から読み出す画像信号の走査線の順番に応
じて切り換えられることを特徴とする請求項８記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
前記Ｎの値は以下の式（１）（２）（３）を共に満たす値Ｎ 1、Ｎ 2、・・・Ｎｉ（ｉは２
以上の整数）であることを特徴とする請求項８記載の表示装置の駆動方法。
Ｌ＝Ｍ 1＋Ｍ 2＋・・・＋Ｍ i　（１）
Ｈｍ＝Ｎ 1×Ｍ 1＋Ｎ 2×Ｍ 2＋・・・Ｎ i×Ｍ i　（２）
Ｌ＜Ｈｍ　（３）
Ｌ：１垂直走査期間内の画像信号の有効走査線数
Ｈｍ：表示装置の有効走査線数
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所定期間内に

ために、前記画像信号の水平
走査期間を周期とするパルスの周波数の所定数倍の周波数を持つパルスと、当該パルスか
ら間引きしたパルスとを所定の順番で切り換えて出力し、
前記所定期間内に当該出力されたパルスに応じて N本の前記走査線を一本ずつ順次選択す
る



Ｎ i：１走査線分の同一の画像信号を表示素子に供給するために選択される表示装置の走
査線数
Ｍ i：１垂直走査期間内の画像信号の走査線のうち、同一の画像信号をＮ i回発生させる走
査線の数
【請求項１１】
Ｌを２２０、Ｈｍを６００、Ｎ 1を３、Ｎ 2を２、Ｍ 1を１６０、Ｍ 2を６０としたことを特
徴とする請求項１０記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
前記同一の画像信号が供給される表示素子に対応する走査線の数Ｎを１垂直走査期間内に
おいて変化させる方法を、１垂直走査期間毎に変えることを特徴とする請求項８記載の表
示装置の駆動方法。
【請求項１３】
１垂直走査期間内において前記同一の画像信号の供給される表示素子に対応する走査線数
Ｎは２種類あり、該２種類のＮは前記画像信号の走査線の順番に応じて選択され、この選
択方法を垂直走査期間毎にさらに切り換えることを特徴とする請求項８記載の表示装置の
駆動方法。
【請求項１４】
前記表示素子は液晶であることを特徴とする請求項８記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
複数の走査線を有し、該複数の走査線の数より少ない走査線数分の画像信号を、前記複数
の走査線により制御される表示素子に供給する表示装 おいて、
前 像信号を、少なくとも１走査線分記憶する記憶手段と、
該記憶手段に記憶した１走査線分の画像信号をＮ回（１以上の整数）読み出す制御手段と
、

該制御手段によりＮ回読み出された前記画像信号を、Ｎ本の走査線により制
御される表示素子に供給する駆動手段とを有し、
前記記憶手段から前記画像信号を読み出す回数Ｎを１垂直走査期間内において変化させる

ことを特徴とする表示装置。
【請求項１６】
１垂直走査期間内において前記同一の画像信号の供給される表示素子に対応する走査線数
Ｎは２種類あり、該２種類のＮは前記画像信号の走査線の順番に応じて選択され、この選
択方法を垂直走査期間毎にさらに切り換えることを特徴とする請求項１５記載の表示装置
。
【請求項１７】
請求項１５記載の表示装置を用いたことを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、複数の走査線を有し、この走査線の数よりも少ない走査線数の画像信号が表示
素子に供給される表示装置の駆動方法に関する。また、その駆動方法を用いた表示装置に
関する。
さらに、本発明は上記表示装置を用いた電子機器に関する。
背景技術
従来より、ＮＴＳＣ方式の画像信号を表示する画像表示装置においては、５２５本の走査
線で１画面を構成するように画像信号が規格化されている。従って、この画像信号を表示
する表示装置としては、その画面の垂直方向の走査線数が上記５２５本のものが用いられ
ている。
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ために、前記駆動手段は、前記画像信号の水平走査期間を周期とするパルスの周波数の所
定数倍の周波数を持つパルスと、当該パルスから間引きしたパルスとを所定の順番で切り
換えて出力し、前記所定期間内に当該出力されたパルスに応じて N本の前記走査線を一本
ずつ順次選択する



ところで、近年、ユーザのニーズの高まりを受けて、走査線を５２５本以上有する表示装
置が次々に開発されている。しかしながら、ＮＴＳＣ方式におけるインターレス（飛び越
し走査）方式の画像信号は、１フレームの画像信号が第１フィールドの画像信号と第２フ
ィールドの画像信号の飛び越し走査により構成され、１フィールドあたりの画像信号の有
効走査線数が約２２０本と少ないため、表示装置の走査線数（５２５本以上）より１フィ
ールドの画像信号の走査線数が少なくなってしまう。従って、
走査ライン全体、すなわち全画素に周期的に画像信号を供給することができない、という
欠点があった。
画像表示装置の全走査線のうちの画像信号の走査線数分だけに、画像信号を供給するので
は、画面の一部だけにしか画像表示しないため、せっかく高精細の画素数（走査線数）を
有していながらも、それを生かすことができない。
また、液晶装置のような画像表示装置においては、１フィールドが２２０本の走査線から
なる画像信号を飛び越し走査して供給した場合には、各画素への画像信号の供給周期は１
フレーム周期となってしまい、ちらつき（フリッカ）を発生させることになってしまう。
本発明は、このような背景の下になされたもので、画面の走査線数が画像信号の走査線数
より多い場合であっても、画面全体の画素に画像信号を周期的に供給することができる表
示装置を提供することを目的とする。
発明の開示
本発明の表示装置の駆動方法は、複数の走査線を有し、該複数の走査線の数より少ない走
査線数分の画像信号を、前記複数の走査線により制御される表示素子に供給する表示装置
の駆動方法において、各走査線の画像信号は、それぞれ当該表示装置のＮ本（Ｎは整数）
の走査線により制御される表示素子に供給されてなり、１垂直走査期間内において、同一
の前記画像信号が所定期間内に供給される表示素子に対応する走査線の数Ｎを、前記画像
信号の走査線の順番に応じて変化させるために、前記画像信号の水平走査期間を周期とす
るパルスの周波数の所定数倍の周波数を持つパルスと、当該パルスから間引きしたパルス
とを所定の順番で切り換えて出力し、前記所定期間内に当該出力されたパルスに応じて N
本の前記走査線を一本ずつ順次選択することを特徴とする。
さらに、本発明は第２に、複数の走査線を有し、該複数の走査線の数より少ない走査線数
分の画像信号を、前記複数の走査線により制御される表示素子に供給する表示装置の駆動
方法において、各走査線の画像信号を記憶手段に記憶し、該記憶手段に記憶された１走査
線分の同一の画像信号を１水平走査期間内にＮ回（Ｎは整数）読み出し、所定期間内に前
記Ｎ回読み出された同一の画像信号を、当該表示装置のＮ本の走査線により制御される表
示素子に供給し、１垂直走査期間内において前記読み出し回数Ｎを変化させるために、前
記画像信号の水平走査期間を周期とするパルスの周波数の所定数倍の周波数を持つパルス
と、当該パルスから間引きしたパルスとを所定の順番で切り換えて出力し、前記所定期間
内に当該出力されたパルスに応じて N本の前記走査線を一本ずつ順次選択することを特徴
とする。
さらに、本発明は第３に、複数の走査線を有し、該複数の走査線の数より少ない走査線数
分の画像信号を、前記複数の走査線により制御される表示素子に供給する表示装置におい
て、前記画像信号を、少なくとも１走査線分記憶する記憶手段と、該記憶手段に記憶した
１走査線分の画像信号をＮ回（１以上の整数）読み出す制御手段と、所定期間内に該制御
手段によりＮ回読み出された前記画像信号を、Ｎ本の走査線により制御される表示素子に
供給する駆動手段とを有し、前記記憶手段から前記画像信号を読み出す回数Ｎを１垂直走
査期間内において変化させるために、前記駆動手段は、前記画像信号の水平走査期間を周
期とするパルスの周波数の所定数倍の周波数を持つパルスと、当該パルスから間引きした
パルスとを所定の順番で切り換えて出力し、前記所定期間内に当該出力されたパルスに応
じて N本の前記走査線を一本ずつ順次選択することを特徴とする。
また、１垂直走査期間内において前記同一の画像信号が供給される表示素子に対応する走
査線数Ｎは２種類あり、前記記憶手段から読み出す画像信号の走査線の順番に応じて切り
換えられるものである。
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このようにすると、１垂直走査期間（１フィールドや１フレーム）の画像信号の走査線数
が、液晶パネルの全走査線数より少ない数であっても、全走査線を選択することができる
。従って、高精細な表示装置の機能を十分に生かした表示を行うことができる。また、Ｎ
を変えることにより、表示したい画像信号の有効な走査線分の画像信号を表示装置に全走
査線を使って表示するので、画像信号の走査線を間引く必要も無くなり、元の画像情報を
出来る限り生かした再生表示を行うことができる。また、Ｎが２値であり、それが所定の
ルールで切り換えられるのであれば、制御手段のが回路構成が容易となる。
また、一般式で表現すれば、前記Ｎの値は以下の式（１）（２）（３）を共に満たす値Ｎ
1、Ｎ 2、・・・Ｎｉ（ｉは２以上の整数）となる。
Ｌ＝Ｍ 1＋Ｍ 2＋・・・＋Ｍ i　　（１）
Ｈｍ＝Ｎ 1×Ｍ 1＋Ｎ 2×Ｍ 2＋・・・Ｎ i×Ｍ i　　（２）
Ｌ＜Ｈｍ　　（３）
Ｌ：１垂直走査期間内の画像信号の有効走査線数
Ｈｍ：表示装置の有効走査線数
Ｎ i：１走査線分の同一の画像信号を表示素子に供給するために選択される表示装置の走
査線数
Ｍ i：１垂直走査期間内の画像信号の走査線のうち、同一の画像信号をＮ i回発生させる走
査線の数
また、具体的には、ＳＶＧＡの表示装置に表示させるために、Ｌを２２０、Ｈｍを６００
、Ｎ 1を３、Ｎ 2を２、Ｍ 1を１６０、Ｍ 2を６０としたことを特徴とする。
また、前記同一の画像信号が供給される表示素子に対応する走査線の数Ｎを１垂直走査期
間内において変化させる方法を、１垂直走査期間毎に変えることを特徴とする。
より具体的には、１垂直走査期間内において前記同一の画像信号の供給される表示素子に
対応する走査線数Ｎは２種類あり、この２種類を前記画像信号の走査線の順番に応じて選
択し、この選択方法を垂直走査期間毎にさらに切り換える。
このようにすると、一画面の画像のうちの全体が一部が常に横縞状に間延びした画像にな
り、原画像に近い画像が再現できないが、本発明では、１垂直走査期間毎に選択方法を変
えることにより、複数の垂直走査期間を通した画像表示においては、同一画像信号の表示
される位置が分散化され、画面全体において均等化されるので、解像度が増す。特に、動
画表示においては、元々の画像の輪郭が曖昧且つ動きを有しているため、本発明の方法の
採用に適しており、高画質の画像表示を行うことができる。さらに、Ｎを２種類とするこ
とにより、２種類を切り換える制御回路の構成が簡単とできる。
また、前記表示素子に液晶を用いて実現することができる。
さらにこの表示装置を画像表示装置として電子機器に用いることで、解像度の高い表示装
置を有する電子機器を実現できる。
【図面の簡単な説明】
第１図（ａ）（ｂ）は、本発明の一実施形態による表示装置の構成を示す図である。
第２図は、第１フィールド（奇数フィールド）における画像信号を、表示装置に供給する
ための各信号波形を示す波形図である。
第３図は、第２フィールド（偶数フィールド）における画像信号を、表示装置に供給する
ための各信号波形を示す波形図である。
第４図は、第２図及び第３図における信号波形を生成するための回路構成図である。
第５図は、表示装置としての一例を示すアクティブマトリクス型液晶装置の一画素の構成
を示す図である。
第６図（ａ）（ｂ）は、第１フィールドと第２フィールドにおける表示装置の走査線の選
択方法を示す図である。
第７図は、第１図の表示装置としての一例を示すアクティブマトリクス型液晶装置の回路
構成を示す図である。
第８図は、第７図の回路構成におけるデータ線駆動回路の動作を示す波形図である。
第９図は、本発明の表示装置を用いたパーソナルコンピュータの外観図である。
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第１０図は本発明の表示装置をライトバルブとして用いた液晶プロジェクタの平面図であ
る。
発明を実施するための最良の形態
以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
以下に説明する一実施形態による画像表示装置は、一例としてＮＴＳＣ方式の画像信号を
ＳＶＧＡ（ Super Video Graphic Array）の液晶パネル（横８００ドット×縦６００ドッ
ト）に表示するものである。
第１図は本発明の一実施形態による表示装置の構成を示すブロック図であり、第２図及び
第３図は第１図の表示装置における動作を説明するタイミングチャートである。第２図は
ＮＴＳＣ方式におけるインターレス方式の第１フィールド（奇数フィールド）の画像信号
を表示する駆動ぼ動作を示す図であり、一方、第３図は第２フィールド（偶数フィールド
）における駆動の動作を示す図である。
（第１図の説明）
第１図（ａ）において、１はマトリクス型液晶装置である。液晶装置は、周知のように一
対の基板間に液晶層を挟持し、液晶層を挟む一対の電極間に印加する電圧により液晶分子
の配列方向を変化させるものである。液晶がツイステッドネマチック型の場合、一対の基
板の外側には一対の偏光板が配置され、一対の偏光板の偏光軸と液晶分子の配列方向との
関係に基づいて光透過率を制御し、表示（変調ともいう）をなすものである。
液晶パネル１の基板内面には、水平方向（図中横方向）に走査線Ｈ 1～Ｈ m（ｍ＝６００）
が垂直方向（図中縦方向）に一定間隔をおいて各々配置されている。すなわち、この液晶
パネル１は、垂直方向の有効走査線数が６００本とされている。また、液晶パネル１の基
板内面には、垂直方向（図中縦方向）にデータ線Ｖ 1～Ｖ nが（ｎ＝８００）が、水平方向
（図中横方向）に一定間隔をおいて、各々配置されている。つまり、液晶パネル１は、走
査線とデータ線がマトリクス状に配置され、その交点に対応して画素が配置されており、
横８００×縦６００＝４８００００個の画素から構成されている。各画素は液晶を含んで
おり、走査線の信号により行単位で選択され、選択された画素の液晶にはデータ線から画
像信号が供給される。
２は走査線駆動回路であり、上述した走査線Ｈ 1～Ｈ mに各々対応して設けられたｍ（＝６
００）ビットのシフトレジスタ等から構成されている。走査線駆動回路２のシフトレジス
タにおいては、１垂直走査期間（１フィールド）毎に入力されるシフトデータＤｙを走査
線駆動用シフトクロックＣＬｙにより順次シフトして、シフトレジスタの各ビットから順
次出力をなす。その出力に基づき、上述した走査線Ｈ 1～Ｈ mの中の走査線を順次選択し、
選択した走査線に走査信号（選択信号）を供給する。なお、第２図及び第３図には、各フ
ィールドにおいて走査線駆動回路のシフトレジスタに入力されるシフトクロックＣＬｙが
示される。
３はデータ線駆動回路であり、ＮＴＳＣ方式方式の画像信号の１水平走査期間より短い所
定期間毎に入力されるシフトデータＤｘを、データ線駆動用シフトクロックＣＬｘにより
順次シフトして、各ビットから順次出力をなすシフトレジスタと、データ線Ｖ 1～Ｖ nに各
々対応して設けられ、シフトレジスタの各出力によりスイッチングされて画像信号を各デ
ータ線Ｖ 1～Ｖ nに順次供給するｎ個のスイッチ素子、等から構成されている。このデータ
線駆動回路３は、上述した走査線駆動回路２により選択された走査線により制御され、選
択される１行分の画素へ、１走査線分の画像信号Ｄａｔａをデータ線Ｖ 1～Ｖ nを介して供
給する。
なお、第２図及び第３図には、各フィールドにおいてデータ線駆動回路のシフトレジスタ
に入力されるシフトクロックＣＬｘが示される。
４はＡ／Ｄ（アナログ／デジタル）変換回路であり、入力されるＮＴＳＣ方式の画像信号
Videoをデジタル量（例えば８ビット）に変換する。この画像信号 Videoは、ＮＴＳＣ方式
におけるインターレス（飛び越し走査）方式の画像信号である。すなわち、上記画像信号
Videoは、第１フィールド（奇数フィールドともいう。例えば、有効走査線数は２２０本
。）の信号と、第２フィールド（偶数フィールドともいう。有効走査線数は２２０本。）
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の信号とから構成されている。つまり、Ａ／Ｄ変換回路４には、第１フィールドの画像信
号 Videoと第２フィールドの画像信号 Videoが時系列的に交互に入力される。各走査線分の
画像信号は、第２図及び第３図に示すように、ＮＴＳＣ方式の１水平走査期間Ｔ毎に入力
されるものである。
次に、第１図（ａ）の５はデジタル化された走査線単位の画像信号 Videoを記録するライ
ンメモリである。このラインメモリ５の詳細は、第１図（ｂ）を用いて後述する。
ラインメモリ５に記憶された走査線単位の画像信号 Videoは、メモリから走査線単位で読
み出され、Ｄ／Ａ（デジタル／アナログ）変換回路６においてアナログ信号 Dataに再生さ
れる。アナログ画像信号 Dataは、前述のデータ線駆動回路３に入力され、シフトレジスタ
のシフト動作に応じて動作するｎ個のスイッチ素子により順次サンプリングされて各デー
タ線Ｖ 1～Ｖ nに供給される。
なお、７は各回路のタイミング信号を生成する制御回路である。制御回路７では、図示し
ない各種タイミング信号も生成している。
（第１図の構成による液晶パネルの駆動方法）
このような表示装置の構成において、本発明では、液晶パネル１の全走査線の画素に画像
信号を供給する１垂直走査期間内に、ラインメモリ５から読み出す１走査線分の画像信号
を、メモリへの書込周波数よりも高速に読み出し且つそれを連続して繰り返し読み出すこ
とにより、１走査線分の同一の画像信号を、１水平走査期間Ｔ内において、液晶パネル１
の複数の走査線によりそれぞれ選択される画素に対して供給する。さらに、メモリ５から
同一の走査線分の画像信号を読み出す回数Ｎも、１垂直走査期間内において、所定ライン
毎に変化させる。さらに、本発明においては、第１フィールドと第２フィールドとで、上
記連続読み出し回数Ｎの順序をも変える
例えば、実施例においては、８本分の走査線の画像信号についてはそれぞれ３回連続して
読み出し、１走査線分の同一の画像信号は３回読み出されて液晶パネル１の３本の表示ラ
イン（表示ラインとは１本の走査線により選択される画素行をいう）に表示する。また、
次の３本分の走査線の画像信号についてはそれぞれ２回繰り返して読み出し、１走査線分
の同一の画像信号は２回読み出されて液晶パネル１の２本の表示ラインに表示する。これ
を、８本の走査線を１単位、３本の走査線を１単位として、交互に切り換える。
こうすることにより、８走査線分の各画像信号を液晶パネルのそれぞれ３本の表示ライン
に供給し、３走査線分の各画像信号を液晶パネルの２本の表示ラインに供給し、これを交
互に且つそれぞれ２０回繰り返すと、
３×（８×２０）＋２×（２×２０）＝６００本　・・・（Ａ）
（Ａ）式のように、液晶パネル１の有効走査線（６００本）全てを１垂直走査期間内に選
択し、全画素に画像信号を供給することができる。
さらに、第１フィールドでは、読み出し回数Ｎを３→２→３→２→３・・・とし、第２フ
ィールドでは、２→３→２→３→２・・・として逆転させる。そのため、液晶パネル１に
おいて、１垂直走査期間内に、同一画像信号の供給される表示ライン数も、第１フィール
ドでは３本→２本→３本→２本→３本・・・と変化し、第２フィールドでは、２本→３本
→２本→３本→２本・・・と変化するため、同一画像信号の表示される画面上の表示ライ
ンがフィールド（１垂直走査期間）毎にずれるため、解像度が向上することになる。すな
わち、異なるフィールドの画像信号がそもそも画面内において異なる位置の画像信号であ
るから、液晶パネルにおいて各フィールドで同じ位置に表示されたのでは、解像度が落ち
てしまう。しかし、本発明ではこの位置をずらしたので、オリジナルの画像信号の解像度
をあまり劣化させずに表示することができる。
第６図（ａ）（ｂ）は、以上に説明した駆動方法を、模式的に説明するための図である。
同図に示されるのは、液晶パネル１の全走査線の選択方法であり、（ａ）は第１フィール
ドの選択方法、（ｂ）は第２フィールドの選択方法をそれぞれ示す。
第６図（ａ）において示されるように、第１フィールドにおいては、まず、液晶パネル１
の走査線Ｈ 1～Ｈ 3により選択される画素には、メモリ５から読み出された１走査線分の同
一の画像信号が供給される。これが先に述べたように、画像信号の８走査線分において繰
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り返されるので、走査線Ｈ 1～Ｈ 24までは、３本の走査線単位で選択されて、この走査線
単位により選択される画素に、単位毎に同一の走査線の画像信号が供給される。次に、走
査線Ｈ 25とＨ 26により選択される画素には、メモリ５から読み出された１走査線分の同一
の画像信号が供給される。これが先に述べたように、画像信号の３走査線分において繰り
返されるので、走査線Ｈ 25～Ｈ 30までは、２本の走査線単位で選択されて、この走査線単
位により選択される画素に、単位毎に同一の走査線の画像信号が供給される。この選択方
法を、それぞれ交互に繰り返すことにより、走査線Ｈ mまでの選択が可能となる。
一方、第６図（ｂ）に示す第２フィールドにおいては、第１フィールドとは逆に、まず、
液晶パネル１の２本分の走査線単位の選択から開始される。その次に、３本分の走査線単
位の選択と続く。すなわち、走査線Ｈ 1～Ｈ 6までは、２走査線単位の選択となり、単位と
なる２走査線により選択された画素には同一の走査線の画像信号が供給される。次に、走
査線Ｈ 7～Ｈ 30までは、３走査線単位の選択となり、単位となる３走査線により選択され
た画素には同一の走査線の画像信号が供給される。この選択方法を、それぞれ交互に繰り
返すことにより、走査線Ｈ mまでの選択が可能となる。
このように、１垂直走査期間内（１フィールドや１フレーム）の画像信号の走査線数が、
液晶パネルの全走査線数より少ない数であっても、全走査線を選択することができる。ま
た、選択方法を変えないと、一画面の画像のうちの一部が常に縞状に間延びした画像にな
り、原画像に近い画像が再現できないが、本発明では、１垂直走査期間毎に選択方法を変
えることにより、１フレーム期間では同一画像信号の表示される位置が分散化され、画面
全体において均等化されるので、解像度が増す。
（第１図の動作説明）
以上の第１図（ａ）の構成の駆動方法を、第１図（ｂ）、第２図及び第３図を用いて説明
する。
第１図（ａ）のラインメモリ５の詳細は第１図（ｂ）に示される。１１及び１２はそれぞ
れ１走査線分のデジタル画像信号を記憶することができるラインメモリである。１３はＡ
／Ｄ変換回路４によりデジタル化された１走査線単位の画像信号（１ドットが８ビット）
が時系列的に供給される端子であり、１３からの画像信号は、スイッチ１４により、１水
平走査期間Ｔ毎に交互に、ラインメモリの各入力端子１１ａ又は１２ａに供給される。ス
イッチ１４は制御信号Ｃｓｗを受けて、１水平走査期間Ｔ毎にスイッチングする。入力端
子に供給された１走査線分の画像信号は、第２図及び第３図にそれぞれ示す書込クロック
ＣＬｗに同期してラインメモリ（１１又は１２）に順次書き込まれる。例えば、第２図に
おいて、１番目の走査線分の画像信号 Video１は、１水平走査周期の基準クロックＣｗに
同期して順次入力され、書込クロックＣＬｗによってメモリ１１に順次記憶される。次の
水平走査期間においては、スイッチ１４がＣｓｗにより切り換えられ、２番目の走査線分
の画像信号 Video2は、クロックＣＬｗによりメモリ１２に順次記憶される。このように、
１走査線分の画像信号は、ラインメモリ１１と１２に水平走査期間Ｔ毎に交互に記憶され
る。
ここで、上記１走査線分の画像信号とは、第２図に示す１水平走査周期Ｔにおける画像信
号 Videoをいい、第１図（ａ）に示す液晶パネル１の横方向のドット数（＝８００）に対
応する信号を言う。すなわち、ラインメモリ１１、１２には、上記横方向における８００
ドット分、言い換えれば、１走査線分の画像信号 Videoがドット単位で順次記憶される。
従って、書込クロックＣＬｗは水平走査期間Ｔ内に８００パルス存在する。
つまり、各フィールドの画像信号 Videoは、２２０走査線（１走査線＝８００ドット）分
の画像信号であり、その１フィールドの総周期が２２０Ｔとされている。なお、第２図お
よび第３図に示す数字は、画像信号 Videoの走査線番号であり、例えば「１」は、画像信
号 Videoの１走査線目を表す。
なお、ラインメモリ１１、１２への画像信号の書込の動作は、第２図及び第３図の各フィ
ールドにおいて同じである。
一方、ラインメモリ１１、１２からの読み出し動作は、書込動作よりも高速に行われる。
また、その読み出し動作は、１フィールド期間内で周期的に変化し、フィールド毎でも変
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わる。
第１図（ｂ）において、１６は、Ｄ／Ａ変換回路６にデジタル画像信号（１ドットが８ビ
ット）を時系列的に出力する出力端子であり、この出力端子１６にはラインメモリ１１と
１２から読み出された画像信号が、スイッチ１５を介して供給される。１１ｂ、１２ｂは
各メモリからの出力端子である。スイッチ１５はスイッチ１４と逆位相の制御信号Ｃｓｗ
‾により制御される。従って、スイッチ１４がメモリ１２に画像信号を供給し、メモリ１
２が書込期間の時は、スイッチ１５はメモリ１１を選択し、メモリ１１は読み出し期間と
なる。メモリ１１から読み出された画像信号は端子１６に出力される。このスイッチ１４
と１５は相補型のスイッチであり、次の水平走査期間では、スイッチ１４はメモリ１１を
選択し、スイッチ１５はメモリ１２を選択する。つまり、１水平走査期間毎に、スイッチ
１４と１５のスイッチングが交互に反転することになる。
次に、ラインメモリ１１、１２の読み出し方法は以下の通りとなる。
第２図に示す第１フィールドにおいて、２番目の走査線分の画像信号 Video2をメモリ１２
に順次記憶している２番目の水平走査期間Ｔ 2では、メモリ１１には既に前の水平走査期
間Ｔ 1に書き込まれた１番目の走査線分の画像信号 Video1が記憶されている。従って、水
平走査期間Ｔ 2においては、メモリ１２は書込期間、メモリ１１は読み出し期間となる。
第２図のＣ Rは読み出しタイミングクロックであり、１水平走査期間Ｔ 2においては３パル
スが存在する。従って、メモリ１１は、１水平走査期間内にクロックＣ Rに同期して、書
込の時より３倍速のスピードで３回読み出される。各読み出し期間はＴ／３となる。ＣＬ
Rは読み出しクロックである。このクロックＣＬ Rは、Ｔ／３期間内に８００パルス存在し
、Ｔ／３期間内において、メモリ１１に記憶された１走査線分の画像信号８００ドット分
を、ドット単位で順次読み出す。これを１水平走査期間内に３回繰り返すのである。第２
図の Dataは読み出された画像信号であり、 Data1はそれぞれ１走査線分の画像信号である
。３回繰り返して読み出された画像信号はＤ／Ａ変換され、データ線駆動回路３に供給さ
れて、データ線Ｖ 1～Ｖ nに供給される。走査線駆動回路２はシフトクロックＣＬｙに同期
して走査線を順次選択していく。従って、データ駆動回路３に３回連続供給される Data1
は液晶パネル１の走査線Ｈ 1、Ｈ 2、Ｈ 3の３本の走査線により選択される画素に順次供給
される。なお、データ線駆動回路のシフトレジスタに供給されるシフトクロックＣＬｘは
、読み出しクロックＣＬ Rにより読み出された各ドット単位の画像信号をサンプリングす
るために同じ周期のクロックとして示されている。
次の、水平走査期間Ｔ 3においては、スイッチ１４はメモリ１２に接続されて、３番目の
走査線の画像信号をメモリ１２に書込む、一方スイッチ１５はメモリ１１に接続されるの
で、メモリ１１は読み出し期間、メモリ１２は書込期間となる。メモリ１１からは、水平
走査期間Ｔ 2の場合と同様に、１水平走査期間Ｔ 3において、タイミングクロックＣ Rによ
り決めれた各Ｔ／３期間に読み出しクロックＣＬ Rにより３回連続して読み出される。そ
して、３回連続して読み出された１走査線分の画像信号 Video2は、液晶パネル１の走査線
Ｈ 4、Ｈ 5、Ｈ 6により選択された画素に供給される。
このようにして、１～８番目の走査線の画像信号においては、メモリからの１走査線分の
同一の画像信号がそれぞれ３回読み出され、液晶パネル１の走査線Ｈ 1～Ｈ 24の画素への
供給が行われる。
さらに、９番目の走査線の画像信号になると読み出し方法が変わる。１０番目の水平走査
期間Ｔ 10においては、前の期間Ｔ 9にメモリ１１に記憶された１走査線分の画像信号が、
タイミングクロックＣ Rに同期して読み出しクロックＣＬ Rに応じて２回連続して読み出さ
れる。１走査線分の画像信号はＴ／３期間に読み出される。２回連続して読み出された１
走査線分の同一の画像信号が、液晶パネル１の走査線Ｈ 25とＨ 26に供給される。ＣＬｙは
液晶パネルの走査線が選択されるタイミングを示すものであるから、メモリから読み出し
た回数と走査線の選択数（すなわち、表示ライン数）は同一となる。この読み出し方法は
、９～１１番目の走査線の画像信号について行われ、液晶パネル１の走査線Ｈ 25～Ｈ 30の
画素に画像信号が供給される。
以上のように、画像信号の読み出し及び画素への供給が、画像信号の８走査線単位、３走
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査線単位について行われ、これが交互に繰り返されことにより、液晶パネルの全走査線Ｈ
1～Ｈ m（実施例ではｍ＝６００）の画素に画像信号が１垂直走査期間（１フィールド）内
に供給される。
一方、第２フィールドにおける読み出し動作は、以下のようになる。第３図に示されるよ
うに、第２フィールドでは、まず、第１フィールドの９番目の走査線の場合と同様に、メ
モリから１走査線分の画像信号を２回連続して読み出し、液晶パネルの２本の走査線の画
素にそれぞれ供給する。これを画像信号の３走査線分に対して行うことにより、液晶パネ
ルの走査線Ｈ 1～Ｈ 6の画素に画像信号を供給する。例えば、１番目の走査線分の画像信号
Ｖ ideo1は、１番目の水平走査期間Ｔ 1においてメモリ１１に記憶されるので、２番目の水
平走査期間Ｔ 2に、読み出しクロックＣＬ Rに応じて、メモり１１から２回連続して読み出
される。この画像信号 Video1は、ＣＬｙのタイミングで選択された走査線Ｈ 1とＨ 2の画素
に供給される。
次に、４番目の走査線の画像信号からは、メモリから３回の連続読み出しとなる。従って
、５番目の水平走査期間Ｔ 5では、読み出しタイミングクロックＣ Rのパルスが期間Ｔ中に
３個となり、直前の水平走査期間Ｔ 4にメモリ１２に記憶された４番目の走査線の画像信
号 Video4が、読み出しクロックＣＬ Rに応じて３回連続して読み出される。そして、液晶
パネルの走査線Ｈ 7～Ｈ 9の画素に供給される。これは、画像信号の８走査線分に対して行
われるので、液晶パネルのＨ 7～Ｈ 30に同様な方法で画像信号が供給される。
以上のように、画像信号の読み出し及び画素への供給が、画像信号の３走査線単位、８走
査線単位について行われ、これが交互に繰り返されことにより、液晶パネルの全走査線Ｈ
1～Ｈ m（実施例ではｍ＝６００）の画素に画像信号が１垂直走査期間（１フィールド）内
に供給される。
（第４図の説明）
第４図は、第１図、第２図及び第３図における各種タイミング信号を生成する制御回路７
の一例を示す図である。
水平カウンタ５１はドットクロックＣＬ OSCを計数し、水平走査クロックＣｗを発生する
。そのＣｗは１水平走査期間Ｔを周期とする。また、ＣＬｗ生成回路５３ではクロックＣ
ｗに同期し、これよりも高周波数のラインメモリへの書込クロックＣＬｗを生成する。ま
た、１／２分周回路５４ではクロックＣｗを１／２分周して、メモリ１１と１２の書込／
読み出しを切り換えるスイッチ制御信号Ｃｓｗを生成する。さらに、クロックＣＬ 1を生
成する回路５５では、クロックＣｗの３倍の周波数信号を生成する。このＣＬ 1はＴ／３
周期のクロックである。また、回路５６では、ＣＬ 1のクロックから１パルスの間引き、
期間Ｔに２パルスを有するクロックＣＬ 2を生成する。ＣＬ 1とＣＬ 2を合成したクロック
が読み出しタイミングクロックＣ Rとなる。
一方、垂直カウンタ５２は垂直同期信号ＶＳＹＮＣを計数する。この計数値は、１フィー
ルド期間内における画像信号の走査線の番号を示すものである。この計数値はデコーダ５
７によりデコードされるが、第１フィールドと第２フィールドの切り換え信号ＦＲにより
デコード内容が変更される。つまり、デコーダ５７は、第１フィールドでは、信号ＦＲを
受けて、１～８番目の走査線のときにＨレベル、９～１１番目の走査線のときにＬレベル
を出力する。同様に、８走査線単位と３走査線単位で、信号レベルを交互に変化させる。
デコーダ５７のＨレベル出力を受けて、スイッチ６１はＣＬ 1を選択し、デコーダ５７の
Ｌレベル出力を受けて、スイッチ６１はＣＬ 2を選択する。そうすることにより、第１フ
ィールドの読み出しタイミングクロックＣ R、走査線駆動回路１０２のシフトクロックＣ
Ｌｙが生成される。一方、第２フィールドでは、信号ＦＲを受けて、１～３番目の走査線
のときにＬレベル、４～１１番目の走査線のときにＨレベルを出力する。同様に、３走査
線単位と８走査線単位で、信号レベルを交互に変化させる。デコーダ５７のＨレベル出力
を受けて、スイッチ６１はＣＬ 1を選択し、デコーダ５７のＬレベル出力を受けて、スイ
ッチ６１はＣＬ 2を選択する。そうすることにより、第２フィールドの読み出しタイミン
グクロックＣ R、走査線駆動回路１０２のシフトクロックＣＬｙが生成される。
また、読み出しタイミングクロックＣ Rに同期させて、回路５９からはメモリからの読み
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出しクロックＣＬ Rが生成される。さらに、クロックＣ Rの周期Ｔ／３内において、データ
線駆動回路１０４により１走査線分の画像信号をサンプリングしてデータ線に供給するた
めに、回路６０において、Ｃ Rに同期してシフトクロックＣＬｘを生成する。
（液晶表示装置の一具体例の説明）
第７図は、第１図の表示装置としての一例を示すアクティブマトリクス型液晶装置の回路
構成を示す図であり、第８図は、第７図の回路構成におけるデータ線駆動回路の動作を示
す波形図である。
この実施例は、例えば液晶プロジェクタのライトバルブとして用いられる小型の液晶表示
装置であり、液晶パネルブロック１０と、制御回路７と、データ処理回路３０とに大別さ
れる。
制御回路７は第１図及び第４図のものと同様の構成をなす。
データ処理回路３０は、相展開回路３２と増幅・反転回路３４を有する。相展開回路３２
は時系列に入力される画像信号 Dataを、ｎ相展開（この実施例ではｎ＝６）したｎ相の相
展開データ信号を並列に出力するものである。なお、液晶パネルブロック１０中の液晶パ
ネル１００が３原色のカラーフィルタを有するカラー液晶パネルの場合には、相展開回路
３２にはＲＧＢの３本の画像信号が並列に入力され、この３つの画像信号からそれぞれ例
えば６つの相展開データ信号を生成し、１８個の並列した相展開データ信号として出力す
ることができる。
増幅・反転回路３４はｎ相の相展開データ信号を、液晶パネルの駆動に必要な電圧に増幅
し、必要に応じて、極性反転の基準電位を基準として極性反転するものである。なお、増
幅・反転回路３４と相展開回路３２の位置は反対にしてもよい。
また、データ処理回路３０では６相展開を実施しており、 Data1～ Data6の６本の出力ライ
ンとなっている。
液晶パネルブロック１０は、液晶パネル１００と、走査線駆動回路１０２と、データ線駆
動回路とを、同一回路基板上に備えている。これらの駆動回路は、第１図に示すように、
液晶パネルの基板とは分離して、外付けＩＣとして構成してもよい。
液晶パネル１００には、行方向に沿って伸びる複数の走査線１１０（Ｈ 1～Ｈ m）と列方向
に沿って伸びる複数のデータ線１１２（Ｖ 1～Ｖ m）が形成されている。走査線１１０とデ
ータ線１１２の交差によって形成される画素位置には、スイッチング素子１１４と液晶層
１１６が直列に接続されて画素が構成されている。この画素の構成は、第５図により詳細
に示される。第５図において、走査線１１０とデータ線１１２には、スイッチング素子の
一例として薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１１４が接続されている。ＴＦＴのソースはデー
タ線１１２に、ドレインは画素電極１１３に、ゲートが走査線１１０に接続されている。
１１７は共通電極であり、共通電極電位が印加される。画素電極１１６と共通電極１１７
により挟まれるのが１１６の液晶層である。画素電極１１３にＴＦＴ１１４を介して供給
される画像信号は、共通電極電位１１８を基準として１垂直走査期間（１フィールド）毎
に極性反転する。１１５は画素に設けられ画像信号の電圧を保持する蓄積容量である。
ＴＦＴ１１４は走査線１１０に走査信号が印加されると導通し、画素が選択された状態と
なる。このときデータ線１１２に供給されている画像信号はＴＦＴを介して、液晶層１１
６及び蓄積容量１１５に供給される。ＴＦＴ１１４が非道通となった状態が非選択状態で
あり、このとき液晶層及び蓄積容量に備えた電圧を保持する。
なお、第７図では、スイッチング素子１１４を３端子素子のＴＦＴとしているが、これに
限らず２端子素子でもよい。２端子素子としては、ＭＩＭ（金属－絶縁層－金属）素子や
ＭＩＳ（金属－絶縁層－半導体層）やダイオード素子が考えられる。また、本発明では、
液晶パネルの画素構成は、このようなアクティブマトリクス型だけでなく、画素にスイッ
チング素子を有さず、走査線とデータ線により挟んだ液晶層を画素とする単純マトリクス
型の液晶パネルでもよい。
本実施例の液晶パネル１００では、走査線１１０、データ線１１２及びそれに接続された
ＴＦＴ、さらに画素電極１１３及び蓄積容量１１５が形成された基板を第１基板とし、こ
の基板と対向し、共通電極１１７が形成された基板を第２の基板とする。一つの基板間に
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は液晶層が封入される。さらに、走査線駆動回路１０２及びデータ線駆動回路は、第１基
板上に形成されたＴＦＴより構成される。
走査線駆動回路１０４は、内蔵するシフトレジスタにおいて、シフトデータＤｙをフィー
ルドの開始時に入力し、これをシフトクロックＣＬｙによってシフトすることにより、複
数の走査線１１０ａ、１１０ｂ・・・に順次走査信号を出力して走査線を選択する。
データ線駆動回路は、シフトデータＤｘをシフトクロックＣＬｘに応じてシフトするシフ
トレジスタ１０４と、このシフトレジスタからの出力に基づき生成されるサンプリング信
号１０７を受けて、データライン Data1～ Data6に出力される画像信号をサンプリングし、
データ線１１２に供給するスイッチ素子１０６とから構成される。
データ線駆動回路におけるサンプリング信号１０７と相展開された画像信号 Data1～ Data6
のタイミング図は、第８図に示される。第８図における画像信号 Data1～ Data12は、それ
ぞれ１走査線分の１ドット・アナログ画像信号を示す。６相展開をする相展開回路３２は
、この画像信号をドットクロックによりサンプリングしている。このサンプリング信号は
ＣＬｘと同一周期を有するクロックである。そして、このサンプリングした画像信号をを
サンプリング周期よりも長い周期（６クロック周期）に変換された６つの相展開信号を生
成している。１０７ａ、１０７ｂ、・・・はこの相展開された画像信号をサンプリングし
てデータ線に供給するサンプリング信号である。１０７ａのＨレベルの期間にスイッチ素
子１０６ａはライン Data1から１ドット目の画像信号をサンプリングする。同じく、１０
７ｂのＨレベルの期間にスイッチ素子１０６ｂはライン Data2から２ドット目の画像信号
をサンプリングする。以下、各サンプリングは同様になされる。
従って、画像信号を転送するドットクロックよりも十分に長いサンプリング期間が確保で
きるため、データ線に確実に画像信号を供給できる。また、サンプリングはＴＦＴで行う
ため高速動作が難しいが、相展開することにより低速動作になるので、動作が安定する。
（表示装置を用いた電子機器の説明）
上述の実施例の液晶表示装置を用いて構成される電子機器の実施例について以下に説明す
る。
液晶表示装置を用いた電子機器としては、第９図に示すマルチメディア対応のパーソナル
コンピュータ（ＰＣ）及びエンジニアリング・ワークステーション（ＥＷＳ）の他、第１
０図に示すプロジェクタ、あるいは携帯電話、ワードプロセッサ、テレビ、ビューファイ
ンダ型又はモニタ直視型のビデオテープレコーダ、電子手帳、電子卓上計算機、カーナビ
ゲーション装置、ＰＯＳ端末、タッチパネルを備えた装置などを挙げることができる。
第９図に示すパーソナルコンピュータ１２００は、キーボード１２０２を備えた本体部１
２０４と、液晶表示画面１２０６とを有する。
第１０図に示す液晶プロジェクタは、透過型液晶表示装置をライトバルブとして用いた投
写型プロジェクタであり、例えば３板プリズム方式の光学系を用いている。第１０図にお
いて、プロジェクタ１１００では、白色光源のランプユニット１１０２から射出された投
写光がライトガイド１１０４の内部で、複数のミラー１１０６および２枚のダイクロイッ
クミラー１１０８によってＲ、Ｇ、Ｂの３原色に分けられ、それぞれの色の画像を表示す
る３枚の液晶表示装置１１１０Ｒ、１１１０Ｇおよび１１１０Ｂに導かれる。そして、そ
れぞれの液晶表示装置１１１０Ｒ、１１１０Ｇおよび１１１０Ｂによって変調された光は
、ダイクロイックプリズム１１１２に３方向から入射される。ダイクロイックプリズム１
１１２では、レッドＲおよびブルーＢの光が９０°曲げられ、グリーンＧの光が直進する
ので各色の画像が合成され、投写レンズ１１１４を通してスクリーンなどにカラー画像が
投写される。
（変形例）
次に、上述した一実施形態による表示装置の変形例について説明する。
上述した一実施形態による表示装置においては、ライン数が６００本のＳＶＧＡの液晶パ
ネル１を用いた例について説明したが、これに限定されることなく、液晶パネル１の走査
線数は、何本であってもよい。
この場合、使用する液晶パネル１の走査線数と画像信号 Videoの走査線数との関係より、
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液晶パネル１の全体に画像が表示されるように、各走査線に対応する画像信号 Videoを当
該液晶パネル１の幾つの走査線に対応させるかを任意に決定すればよい。
さらに、上述した一実施形態による表示装置においては、第２図に示す読み出しタイミン
グクロックＣ Rを、１～８走査線分の画像信号に対応する各期間が３パルス、９～１１走
査線分に対応する各期間が２パルスとした例を示したが、本発明はこれに限定されること
なく、２パルスの位置は、どのような位置であってもよい。
例えば、第２図において、第１フィールドの読み出しタイミングクロックＣ Rとして、１
、３、５番目の走査線に対応する期間が２パルス、２、４、６～１１番目の走査線対応す
る期間が３パルスのものを用いてもよい。また、上記２パルスの位置を変更した場合には
、第２図に示す走査線駆動用シフトクロックＣＬｙも読み出しタイミングクロックＣ Rと
同じ数に変更する必要がある。
さらに、上述した第２図に示す第１フィールドの読み出しタイミングクロックＣ Rの変更
に伴って、第３図に示す第２フィールドの読み出しタイミングクロックＣ Rも変更する必
要がある。すなわち、上記変更においては、第３図示す第１フィールドの読み出しタイミ
ングクロックＣ Rとして、２、４、６番目の走査線に対応する期間が２パルス、１、３、
５、７～１１番目の走査線に対応する期間が３パルスのものを用いればよい。
また、上述した一実施形態による表示装置においては、第２図に示す読み出しタイミング
クロックＣ Rの１パルスあたりの周期をＴ／３とした例について説明したが、本発明はこ
れに限定されることなく、液晶パネル１の走査線の数に応じて任意に変更してもよい。
例えば、第２図において、８走査線目の画像信号 Video8に対応する期間Ｔと９走査線目の
画像信号 Video9に対応する期間Ｔ、すなわち、３パルスと２パルスが隣接する周期２Ｔに
おいては、１パルス分の周期を、５（＝３＋２）パルスが時間的に均等に配置される周期
としてもよい。すなわち、この場合においては、上記周期２Ｔに５パルスが存在している
ため、１パルスあたりの１周期を２Ｔ／５とすればよい。
また、１走査線分の同一の画像信号をＮ回読み出す場合に、ある走査線分の画像信号は１
回読み出し、他の走査線分の画像信号は複数回読み出しとしてもよい。つまり、Ｎは１以
上の整数であってもよい。
さらに、Ｎは２値だけでなく、それ以上設定しても構わない。すなわち、本発明では２回
と３回の２値であるが、これを１回、２回、３回の３値の読み出し回数としてもよい。但
し、Ｎの種類を増やすことにより、第４図のデコーダ５７の構成が大変になるので、２種
類とするのが好ましい。
また、上述した一実施形態による表示装置においては、インターレス（飛び越し走査）方
式の画像信号により得られる画像を液晶パネル１に表示する例について説明したが、本発
明はこれに限定されることなく、１垂直走査期間の走査線数が液晶パネルの走査線素より
少ないノンインターレス方式の画像信号であっても、前述した方法と同様にして液晶パネ
ル１に画像を表示することが可能である。
さらに、上述した一実施形態による表示装置においては、ラインメモリ５を用いて１走査
線分の画像信号を順次書き込むとともに、読み出す例について説明したが、このラインメ
モリ５に代えて、１フレーム分の画像信号の記憶が可能なフレームメモリを用いた構成と
してもよい。
加えて、上述した一実施形態による表示装置においては、ディスプレイとして、表示素子
を液晶とし、ＴＦＴを画素のスイッチング素子とするアクティブマトリクス型液晶パネル
１を用いた例について説明したが、これに限定されることなく、液晶パネルとしては、２
端子素子をスイッチング素子とするマトリクス型液晶パネルでも、単純マトリクス型の液
晶パネルでももよい。さらに、その他のいかなる種類の表示素子（ＣＲＴ、ＦＥＤ、プラ
ズマディスプレイ、エレクトロルミネッサンス等）のディスプレイを用いてもよい。
以上本発明によれば、記憶手段より一走査線分の同一画像信号を複数回読み出しているた
め、表示手段の走査線数が画像信号に対して多い場合あっても、表示手段の全体に画像を
表示することができるという効果が得られる。また、表示手段の走査線数が、画像信号に
対して整数倍でない場合であっても、表示手段の全体に画像を表示することができるとと
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もに、画像信号の走査線数の端数をカットする必要がないため解像度を向上させることが
できるという効果が得られる。また、第１フィールドと第２フィールドとの間において、
第１の回数読み出される画像信号の位置をずらしているため、さらに解像度を向上させる
ことができるという効果が得られる。
産業上の利用の可能性
以上のように、本発明にかかる表示装置は、パーソナルコンピュータ、ワークステーショ
ン等の表示装置として、さらにマルティメディア端末機器やテレビ等のモニターとして用
いることができる。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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